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資料２ 西部地域乗合タクシー事業について 

公募型プロポーザルの審査結果 

豊中市西部地域乗合タクシー運営業務委託プロポーザル審査の経緯 

 運行業務委託事業者は次に示す経過より決定しています。 

表 1 公募開始から運行開始までのスケジュール 

実施内容 時期 備考 

①募集要項等の公表 4月 8日（月） 市ホームページに掲載 

②参加表明書および質問事項の提出期限 4月 17日（水） 申込者：計 2者 

③質問事項への回答 4月 22日（月） 市ホームページに掲載 

④応募書類提出期限 5月 7日（火）  

⑤第一次審査（書類審査）の実施 5月 9日（木）  

⑥第二次審査（プレゼン審査）の実施 5月 16日（木）  

⑦結果通知の発送・公表 5月 17日（金） 市ホームページに掲載 

 

運行事業者の選定結果  

 申込者 2者のうち、選定された事業者の名称と所在地を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の検討状況 

事業概要 

 別紙「資料 3 豊中市公共交通改善実施計画【交通不便地改善施策・西部地域編】（案）」

のとおりです。 

 

運行開始までのスケジュール 

 運行開始までのスケジュールは、以下のとおり予定しています。 

表 2 運行開始までのスケジュール 

実施内容 時期 備考 

①地域公共交通協議会における道路運送法第

21条同意決議 
7月 5日（金） ※ 本日の協議会 

②運行事業者との委託契約の締結 7月中旬 ※ 近日中に締結予定 

③運輸局申請書類の提出 7月上旬～中旬 ※ 標準処理期間約 2カ月 

④運行説明会・試乗会の実施 9月中旬～下旬 
※ 西部地域北路線及び南

路線の沿線地域で実施 

⑤実験運行開始 10月 1日（火）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事業者名：阪急タクシー株式会社 

・所 在 地：大阪府豊中市服部南町 3丁目 5番 12号 

・優秀提案事業者の選定理由（※講評ポイント）： 

近隣市での乗合交通において国土交通省から表彰を受けるなどの実績があり、

また当該業務に直接携わっており、経験を生かした業務実施が期待できる。また、

阪急電鉄各駅の専用・共用乗場の利用、同グループの阪急バス停留所を活用する

際の協議など、事業者独自の利点が見られる。サービス水準、受付時間等につい

ては、市の想定を上回る提案となっているうえ、豊中市内の交通状況にも精通し

ており、運営面、費用面の両面から適切な運営が期待できる。 

乗合タクシーを利用する際に必要な予約の方法、停留所

で乗車する時や降車時の料金支払い方法等を実際に体験

できる『運行説明会・試乗会』を運行事業者の阪急タク

シーの協力のもと、9月に開催する予定だワニ☆ 

豊中市キャラクター 
「マチカネくん」 

阪急タクシー 
イメージキャラクター 

「タクロー君」 

皆様に利用していただける『西部地

域乗合タクシー』を目指して、一緒に

頑張ります‼ 



 

 

 

 

 

 

豊中市公共交通改善実施計画 
 

 

 

【交通不便地改善施策・西部地域編】 
 

 

（素案） 
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【交通不便地改善施策・西部地域編】 

目次 

1. 計画概要                                 1 

1.1 背景と目的                              1 

1.2 計画区域                               1 

1.3 計画の位置付け                            2 

2. 施策の方向性                               4 

2.1 西部地域の状況                            4 

2.2 施策実現の考え方                           5 

2.3 新たな交通システムの検討                       6 

3. 事業内容                                 9 

3.1 交通システム                             9 

3.2 運行区域                               9 

3.3 運行ルート                              9 

3.3.1 西部地域北路線                         10 

3.3.2 西部地域南路線                         20 

3.4 運行概要                              34 

3.4.1 運行日、運行時間帯及び運行本数                 34 

3.4.2 ダイヤの設定                          34 

3.4.3 運賃                              35 

4. 運営方法                                35 

4.1 事業主体                              35 

4.2 運行主体                              35 

5. 収支予測と市の負担                           36 

5.1 予測の考え方                            36 

5.1.1 １日あたり利用者数の算出方法                  36 

5.1.2 年間運行経費の算出方法                     36 

5.1.3 年間収入金額                          36 

5.2 需要予測と収支予測                         36 

5.3 市の負担                              36 

6. 期待される事業の効果                          37 

7. 事業実施予定期間                            37 

8. 事業評価                                39 

8.1 運行評価方法                            39 

8.2 評価スケジュール                          39 

8.3 運行評価指標と運行改善参考指標                  40 

8.3.1 運行評価指標                          40 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 

1. 計画概要 1 

1.1 背景と目的 2 

本市は、大阪国際空港や、高速道路・幹線道路などの広域交通に加え、阪急電鉄宝塚線・3 

神戸線、北大阪急行電鉄南北線、大阪モノレールといった鉄道と、路線バスなどの地域交4 

通の整備により、交通利便性が高いまちと評価されています。しかしながら、市域には、5 

鉄道駅勢圏及びバス停勢圏から外れた、いわゆる交通不便地が存在し、その解消が求めら6 

れていること、また、都市構造上南北方向に比べ、東西の結びつきが脆弱で、その流動が7 

少ないことなどの課題があります。さらに、将来的には、バス路線網が充実している地域8 

においても、人口減少とともにバス利用者が減少し、路線の縮小が懸念されること、自動9 

車に頼って生活している地域においては、高齢化により、その運転が困難となり、新たな10 

移動手段が求められることが想定されます。 11 

このような状況を踏まえ、豊中市の公共交通等の改善の考え方と実施する施策をまとめ12 

た「豊中市公共交通改善計画」を平成31年（2019年）2月に策定いたしました。 13 

本計画はこれを受けて、具体的な取組みを進めるための下部計画として、特に交通不便14 

地が広く分布する西部地域を対象とした交通不便地の改善に資する施策として定めるもの15 

です。 16 

 17 

1.2 計画区域 18 

本計画の対象とする区域は、豊中市域19 

のうち、都市計画マスタープランにおけ20 

る地域区分による西部地域とします。 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 
 34 

出典：第 2次豊中市都市計画マスタープラン 35 
（平成 30年（2018年）4月 豊中市） 36 

図 1.1 計画の区域  37 

西部地域
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1.3 計画の位置付け 1 

  本計画は「豊中市公共交通改善計画」を受けて、具体的な取組みを進めるための下部計2 

画として、定めるものです。 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

図 1.2 豊中市公共交通改善実施計画【交通不便地改善施策・西部地域編】の位置付け 25 

 26 

 27 

  28 

豊中市公共交通改善計画 

 

第3次豊中市環境基本計画

 
第４次豊中市総合計画 

【上位計画】 

第２次豊中市道路整備計画 

豊中市都市景観形成マスタープラン 

豊中市企業立地促進計画

豊中市立地適正化計画 

第２次豊中市都市計画マスタープラン 

【関連計画】 

（仮称）豊中市公共交通 

改善実施計画 

 

 

 
 

東西軸の強化施策・東西軸路線編 

交通不便地改善施策・西部地域編 

交通不便地改善施策・南部地域編 
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豊中市公共交通改善計画では、「基本理念」、実現するために必要な 3 つの「基本方針」1 

及び「取り組むべき施策」を以下のように定めており、本計画は取り組むべき施策のうち2 

「②交通不便地の改善」に基づく施策となります。 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

図 1.3 豊中市公共交通改善計画における施策体系 26 

 27 

 28 

 29 

  30 

基本方針1 

公共交通 

ネットワークの充実 

基本方針２ 
誰もが利用しやすい 

公共交通環境づくり 

基本方針３ 
公共交通サービスの 
持続的な提供 

【基本方針】 【取り組むべき施策】 

 

 

 

④交通結節点の改善 

⑤乗継利便性の向上 

⑥バリアフリー化の推進 

⑦バス利用環境の改善 

⑧自転車利用環境の改善 

①東西軸の強化 

③大阪の南北軸強化と公共交通網の見直し 

②交通不便地の改善 

⑩バス運行補助事業の見直し 

⑨モビリティ・マネジメントの推進 

【
基
本
理
念
】 

マ
イ
カ
ー
に
頼
ら
な
く
て
も
移
動
で
き
る
交
通
体
系
の
整
備 
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2. 施策の方向性 1 

2.1 西部地域の状況 2 

交通空白地を含む交通不便地が広く存在する西部地域は、空港周辺という立地特性か3 

ら、空港関連施設や運輸業、製造業などの事業所が集積する中、旧集落が点在していま4 

す。また、利倉西は土地区画整理事業によるまちづくりが行われ、地区内には住宅地が5 

多くみられます。 6 

交通不便地の改善にあたっては、このうち現在居住地となっており、かつ豊中市立地7 

適性化計画における、居住誘導区域を優先的に進めるものとします。よって短中期的に8 

交通不便地の改善を図る地区としては、走井、勝部、利倉及び利倉西とします。 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

出典：土地利用現況図（平成 28年（2016年）） 37 

図 2.1 土地利用現況図 38 

  39 

  

  

走井 

勝部 

利倉 

利倉西 
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2.2 施策実現の考え方 1 

交通利便性が高い本市においても、一部には交通空白地や交通不便地が存在し、超高齢2 

化社会が進展する中、その対策が求められています。また、西部地域の交通不便地からは3 

公共交通による移動手段の確保に向けた要望もあります。 4 

特に、高齢者の買い物や通院における移動手段のニーズは高く、自動車等に移動を頼っ5 

ていた地域においては、対策が急がれています。その対策は重要であるものの、鉄道やバ6 

ス路線で対応するほどのニーズはなく、持続可能で適正な規模の公共交通システムが必要7 

です。 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

  24 

■新たな公共交通システム導入の考え方 

①交通不便地における移動手段の確保 
西部地域などに存在する交通不便地に居住する市民の日常生活を支援するため、

移動手段を確保します。 

②鉄道駅等の都市拠点・地域拠点へのアクセス確保 
日常生活に必要な医療施設や商業施設などの都市機能が集積した鉄道駅へのア
クセスを図り、交通弱者の買い物や通院等における移動を支援します。

③民間バス路線との競合の回避 
地域全体の公共交通を総合的にとらえ、公的支援のあるサービスは民間サービス
を補完するものとして位置付けます。 

④適正な手段の選択 
ニーズに応じた適正な規模で、持続可能な公共交通とするため、路線バスの運行
形態を基本に、車両の大きさや運行方法を選択します。

⑤適正な料金の徴収 
安易な無料化や安価な運賃は公平性や採算性に欠けるため、既存のバス路線の料
金とのバランスを図ります。 
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2.3 新たな交通システムの検討 1 

一般に一度に輸送する人数が概ね 10 名以上となる場合は、バスによる対応が基本とな2 

っており、大型バスからマイクロバスまで様々な大きさや形状があります。一度に輸送す3 

る人数が 5～9 人、もしくはそれ以下の場合は、ジャンボタクシーまたはセダン型タクシ4 

ーによる対応となることが多くなっています。 5 

また、その運用方法もコミュニティバスやデマンド型乗合タクシーなどがあり、輸送規6 

模やニーズに応じて適正な交通モードを選択する必要があります。 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

出典：地域公共交通確保・維持・改善に向けた取組マニュアル（平成 24年（2012年）3月 国土交通省） 28 

図 2.2 利用形態による運行イメージ 29 

 30 

【デマンド型交通とは】 31 

デマンド型交通は、DRT(Demand Responsive Transport:需要応答型交通システム)と呼ばれ、「デ32 

マンド」とは要望のことで、乗客から事前に連絡（予約）を受けて運行したり、基本となる路線以外33 

の停留所に立ち寄るなど、乗客の要望を運行に反映できる運行形態をいう。運行方式や運行ダイヤ、34 

さらには発着地(OD)の自由度の組み合わせにより、多様な運行形態が存在する。平成18年（200635 

年）の道路運送法の改正により、デマンド型交通も道路運送法に基づく乗合事業に位置づけられ、一36 

般的には地域公共交通会議で協議が調うことが運行許可の条件となっている。 37 

出典：デマンド型交通の手引き（国土交通省 中部運輸局 平成 25年（2013年）3月）、なるほど！！38 
公共交通の勘どころ平成 27年度版（国土交通省 九州運輸局 平成 28年（2016年）3月） 39 

  40 

利用者が多い

利用者が少ない

【ニーズ】
高齢者の利用

【ニーズ】
通勤・通学の
利用

輸送人員に余裕

輸送人員に余裕

運送事業者が不在等
運送事業者では対
応不可能

輸送密度10人以上

輸送密度4人以上

輸送密度4人未満

輸送人員僅少

コミュニティバス
（バス、マイクロバス）

スクールバス

混乗型

福祉バス

活用型

乗合タクシー
（ジャンボタクシー等）

乗合タクシー
（セダン型）

ＮＰＯ等による

福祉有償運送

ＮＰＯ等による

過疎地有償運送

デマンド型
乗合タクシー
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交通モードは 

『乗合タクシー（車両はセダン型）』 

⇒ １台の乗車定員を超える予約がある場合は増車により対応し、需要に応じて

将来的にはワゴン車やバスへの変更も視野に入れる 

導入地域： 西部地域 

利 用 者： 僅少と想定 

利用目的： 高齢者等の買い物・通院等の日常利用を想定 

(1) 交通モード 1 

導入を検討する新たな交通システムにおいて導入が想定される路線バス、コミュニティ2 

バス、乗合タクシーについて、下表に整理します。 3 

 4 

表 2.1 各交通モードの整理 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

導入する交通システムについて、上図と上表を参考に交通モードを選択します。 22 

地域は西部地域を対象とし、本格導入に至らなかったコミュニティバス（エコラボbus）23 

運行時の需要を踏まえ、利用者は僅少、利用目的は高齢者等の買い物・通院等の日常利用24 

を想定するものとします。 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

 39 
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運行形態は『デマンド型交通』 

運行方式は『定路線型』 

(2) 運行形態 1 

定時定路線の場合、需要がなくても運行する必要があり、需要が少ない場合は非効率と2 

なります。 3 

そこで、持続可能な公共交通として、長く地元の方々の移動を支え続ける必要があるた4 

め、効率的な運行をめざして定時定路線ではなく、利用者から予約があった際に運行する5 

『デマンド型交通』とします。 6 

あらかじめ設定されている便数に対し、実際に運行された便数の割合が高い場合は、定7 

時定路線への変更や、車両の大型化等を検討します。 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

(3) 運行方式 13 

デマンド型乗合タクシーは、路線バスと同様に公共交通網を構築するものであるため、14 

路線バスのようにあらかじめルートや停留所を設定する『定路線型』とします。 15 

具体的には、ルート・停留所をあらかじめ設定し、予約がある停留所同士を結ぶ区間の16 

み運行するものとし、予約がない区間は近道をして運行するため、ルート以外の区間も運17 

行できるものとします。 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

  29 

・ 運行ルートを分かりやすくすることで、利用しやすい交通モードになると考えます。

・ また、デマンド型乗合タクシーが、既存のタクシーから利用者を奪うことになれば、

タクシー運行の維持を妨げることになり、競合しない運行形態が望まれます。 

・ さらに、需要が増加した際は、定時定路線による運行へのスムーズな移行ができるこ

とも見据える必要があります。 
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3. 事業内容 1 

3.1 交通システム 2 

前述の2.3 の検討により、導入する交通システムは以下の通りとします。 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

3.2 運行区域 9 

運行区域は、西部地域全体と中北部地域～中部地域の鉄道駅周辺（豊中駅周辺・岡町駅10 

周辺・曽根駅周辺・服部天神駅周辺）及び施設等を結ぶエリアを対象とします。 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

図 3.1 運行区域 30 

 31 

3.3 運行ルート 32 

運行ルートは、西部地域等の交通不便地の改善を図ることを目的として「西部地域北路33 

線」と「西部地域南路線」の２路線を設定します。 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

 39 

・ 停留所は、地元意見交換会による住民からの提案も踏まえ、交通空白地や交通不便地

内の住宅地に設置します。 

・ ルートは、地元意見交換会による住民からの提案を踏まえて設定します。 

・交通モード：乗合タクシー（車両はセダン型） 

・運行形態 ：デマンド型交通 

・運行方式 ：定路線型 
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3.3.1 西部地域北路線 1 

西部地域北路線の運行ルートは、岡町駅・豊中駅と走井・勝部地区を結ぶルートとしま2 

す。 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

図 3.2 西部地域北路線ルートイメージ 17 

 18 

走井・勝部地区内の停留所位置は、以下のとおりです。 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

図 3.3 デマンド型乗合タクシー路線図【西部地域北路線】  39 
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1.10 

阪急岡町から走井・勝部地区を経て豊中まで 7.2km 

※停留所間の数値は距離を示す。（単位：km）

※停留所間距離は、地図上での計測による。 

       ：系統起終点停留所
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1.20 

※豊中⇔浄行寺間は、路線バス（岡町線）と並走する区間であるため、

デマンド型乗合タクシー利用できないものとする。 

〔路線バス利用（豊中⇔宮川原橋あるいは走井）〕 
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 1 
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 4 

 5 

 6 

 7 
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 9 
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 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

  30 

 

阪急岡町 
・豊中方面より

阪急岡町 
・豊中方面へ 

浄行寺 

浄行寺 

浄行寺停留所 

走井

標柱設置 

標柱設置 

全幅
（車道）

種別 占用先

対面通行
(歩道有り)

府道
6.0m
(片側)

標柱
大阪府
（府道）

道路状況
幅員

情報案内
標示種別
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 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

  19 

全幅
（車道）

種別 占用先

施設内ロータリー 私有地 - 標柱 清豊苑

道路状況
幅員

情報案内
標示種別

清豊苑 

清豊苑停留所 
阪急岡町 
・豊中方面より

阪急岡町 
・豊中方面へ

特別養護老人ホーム 

清豊苑 

標柱設置 

標柱設置 
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 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

  19 

全幅
（車道）

種別 占用先

対面通行 市道 3.5m 看板 大阪府

道路状況
幅員

情報案内
標示種別

走井一丁目西停留所 阪急岡町 
・豊中方面より

走井一丁目西 

阪急岡町 
・豊中方面へ

看板設置 

看板設置
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 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

  9 

全幅
（車道）

種別 占用先

一方通行 市道 7.5m 標柱
豊中市
（市道）

道路状況
幅員

情報案内
標示種別

走井一丁目南停留所 

阪急岡町 
・豊中方面へ

阪急岡町 
・豊中方面より 

走井一丁目南 

標柱設置 

標柱設置
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 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

  12 

勝部センター前停留所 

勝部センター

阪急岡町 
・豊中方面へ

阪急岡町 
・豊中方面より

勝部センター前 

標柱設置

全幅
（車道）

種別 占用先

対面通行（中央線なし） 市道 6.0m 標柱
豊中市

（勝部センター内）

道路状況
幅員

情報案内
標示種別

標柱設置
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 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

  39 

全幅
（車道）

種別 占用先

一方通行 市道 5.0m 看板 関西エアポート（株）

道路状況
幅員

情報案内
標示種別

勝部二丁目東 

阪急岡町 
・豊中方面より

勝部二丁目東停留所 

阪急岡町 
・豊中方面へ

看板設置

看板設置 
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 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 
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 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 
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全幅
（車道）

種別 占用先

一方通行 市道 6.0m 標柱
豊中市
（市道）

道路状況
幅員

情報案内
標示種別

阪急岡町駅

阪急岡町 

阪急岡町停留所 
豊中・利倉地区 

・利倉西地区方面へ

利倉地区 

・利倉西地区方面より

標柱設置

標柱設置
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 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

  27 

全幅
（車道）

種別 占用先

一方通行 市道 5.0m 標柱
豊中市
（市道）

道路状況
幅員

情報案内
標示種別

阪急豊中駅

豊中 

豊中本町

豊中駅

豊中停留所 

豊中・利倉地区 

・利倉西地区方面へ

利倉地区 

・利倉西地区方面より

標柱設置

標柱設置
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3.3.2 西部地域南路線 1 

西部地域南路線の運行ルートは、曽根駅・服部天神駅と利倉・利倉西地区を結ぶルート2 

とします。 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

図 3.5 西部地域南路線ルートイメージ 17 

利倉・利倉西地区内の停留所位置は、以下のとおりです。 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

 39 

 40 

図 3.6 デマンド型乗合タクシー路線図【西部地域南路線】  41 
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 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

  10 

全幅
（車道）

種別 占用先

一方通行 市道 5.0m 標柱
豊中市
（市道）

道路状況
幅員

情報案内
標示種別

グリーンサイドマンション前停留所 
阪急曽根 

・服部天神方面へ

阪急曽根 

・服部天神方面より 

日商岩井 

グリーンサイドマンション 
グリーンサイド 

  マンション前 

標柱設置 

標柱設置
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 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

  9 

全幅
（車道）

種別 占用先

一方通行 市道 6.0m 標柱
豊中市
（市道）

道路状況
幅員

情報案内
標示種別

利倉西 

二丁目東 

阪急曽根 
・服部天神方面より

阪急曽根 
・服部天神方面へ

利倉西二丁目東停留所 

標柱設置 

標柱設置 
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 1 

 2 

 3 

 4 

  5 

全幅
（車道）

種別 占用先

一方通行 市道 6.0m 標柱
豊中市

（利倉西センター内）

道路状況
幅員

情報案内
標示種別

利倉西 

センター前 

利倉西 

センター

利倉西センター前停留所 

阪急曽根 
・服部天神方面へ

阪急曽根 
・服部天神方面より 

標柱設置

標柱設置
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 1 

 2 

  3 

全幅
（車道）

種別 占用先

道路状況

市道対面通行（中央線なし） 6.5m 標柱
豊中市
（市道）

幅員
情報案内
標示種別

利倉二丁目児童遊園西 

利倉二丁目

 児童遊園

利倉二丁目児童遊園西停留所 

阪急曽根 
・服部天神方面へ

阪急曽根 
・服部天神方面より 

標柱設置 

標柱設置 
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 1 

 2 

  3 

全幅
（車道）

種別 占用先

道路状況

市道対面通行（中央線なし） 5.5m 標柱
豊中市
（市道）

幅員
情報案内
標示種別

大阪植物取引所

利倉二丁目北 

利倉センター西方面へ

阪急曽根 
・服部天神方面へ

利倉二丁目北停留所 

阪急曽根 
・服部天神方面より 

標柱設置

標柱設置
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 1 

 2 

  3 

全幅
（車道）

種別 占用先

対面通行（中央線なし） 市道 6.0m 看板
関西エアポート（株）
（フェンス取付）

道路状況
幅員

情報案内
標示種別

利倉センター

利倉センター南 

阪急曽根 
・服部天神方面へ

利倉センター南停留所 

阪急曽根 
・服部天神方面より 

看板設置

看板設置 
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 1 

 2 

  3 

全幅
（車道）

種別 占用先

道路状況

市道一方通行 6.0m 看板
豊中市

（豊島西小学校敷地内）

幅員
情報案内
標示種別

 

豊島西小学校前 

豊島西小学校前停留所 

阪急曽根 
・服部天神方面へ 

阪急曽根 
・服部天神方面より

看板設置 

看板設置 
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 1 

 2 

  3 

全幅
（車道）

種別 占用先

対面通行（中央線なし） 市道 6.5m 標柱
豊中市
（市道）

道路状況
幅員

情報案内
標示種別

利倉三丁目 

利倉清豊苑

阪急曽根 
・服部天神方面より 

阪急曽根 
・服部天神方面へ

利倉三丁目停留所 

標柱設置

標柱設置 
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 1 

 2 

  3 

全幅
（車道）

種別 占用先

対面通行（中央線なし） 市道 5.5m 標柱
豊中市
（市道）

道路状況
幅員

情報案内
標示種別

利倉 

一丁目南 

豊中市利倉ポンプ場 

（排水機場） 

阪急曽根 
・服部天神方面より 

阪急曽根 
・服部天神方面へ

利倉一丁目南停留所 

標柱設置

標柱設置 
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 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

  35 

全幅
（車道）

種別 占用先

看板
（東行）

阪急オアシス
（フェンス取付）

標柱
（西行）

豊中渡辺クリニック
（敷地内）

対面通行（中央線なし） 6.5m

道路状況

府道

幅員
情報案内
標示種別

 

阪急オアシス

服部西店

阪急曽根 
・服部天神方面へ

利倉地区 

・利倉西地区方面へ 

豊中渡辺クリニック前停留所 

豊中服部西

郵便局

標柱設置（西行）

標柱設置（西行）

看板設置（東行） 

豊中渡辺 

クリニック

阪急曽根・服部天神方面（東行） 

看板設置（東行） 

豊中渡辺 

クリニック前 

利倉地区・利倉西地区方面（西行）



32 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

  14 

全幅
（車道）

種別 占用先

対面通行（中央線なし） 市道 7.0m 標柱
阪急タクシー（株）
（タクシーのりば敷地内）

道路状況
幅員

情報案内
標示種別

阪急服部天神

駅

服部天神駅前 

阪急曽根方面へ

利倉地区 

・利倉西地区方面へ 

服部天神駅前停留所 

標柱設置



33 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

  10 

全幅
（車道）

種別 占用先

対面通行
(歩道有り)

市道 15.0m 標柱
豊中市
（市道）

道路状況
幅員

情報案内
標示種別

阪急曽根駅 

阪急曽根 

服部天神駅前・ 
利倉地区・ 
利倉西地区方面へ

利倉地区 
・利倉西地区方面へ 

服部天神駅前・ 
利倉地区・ 
利倉西地区方面より

阪急曽根停留所 

標柱設置

標柱設置
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● デマンド型乗合タクシーの運行時間帯案との運行本数案 

3.4 運行概要 1 

3.4.1 運行日、運行時間帯及び運行本数 2 

運行日は、平日及び休日（土曜日・日祝日）ともに運行します。 3 

運行時間帯の設定は、買い物や通院等の自由目的による移動を考慮し、平日の概ね9時4 

台から16時台とします。また、運行本数は、平日が6本/日、休日（土曜日・日祝日）が5 

4本/日とします。 6 

 7 
 8 

運行時間帯 平日・休日（土曜日・日祝日）： 

9時台から16時台 

運行本数 平日 ：6本/日 

休日（土曜日・日祝日） ：4本/日 

 9 

3.4.2 ダイヤの設定 10 

ダイヤの設定は、現地試走結果をもとに、予約がない停留所はとばして近道することも11 

踏まえたダイヤとします。 12 

利用のしやすさなどを考慮し、パターンダイヤとします。 13 
 14 

● 西部地域北路線ダイヤ案 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

● 西部地域南路線ダイヤ案 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

阪急曽根 - 9:25 10:55 12:25 13:55 15:25 16:55 9:25 11:25 13:55 16:25

服部天神駅前 2 9:27 10:57 12:27 13:57 15:27 16:57 9:27 11:27 13:57 16:27

豊中渡辺クリニック前 2 9:29 10:59 12:29 13:59 15:29 16:59 9:29 11:29 13:59 16:29

グリーンサイドマンション前 7 9:36 11:06 12:36 14:06 15:36 17:06 9:36 11:36 14:06 16:36

利倉西センター前 1 9:37 11:07 12:37 14:07 15:37 17:07 9:37 11:37 14:07 16:37

利倉西二丁目東 1 9:38 11:08 12:38 14:08 15:38 17:08 9:38 11:38 14:08 16:38

利倉二丁目児童遊園西 2 9:40 11:10 12:40 14:10 15:40 17:10 9:40 11:40 14:10 16:40

利倉二丁目北 1 9:41 11:11 12:41 14:11 15:41 17:11 9:41 11:41 14:11 16:41

利倉センター南 1 9:42 11:12 12:42 14:12 15:42 17:12 9:42 11:42 14:12 16:42

豊島西小学校前 3 9:45 11:15 12:45 14:15 15:45 17:15 9:45 11:45 14:15 16:45

利倉三丁目 1 9:46 11:16 12:46 14:16 15:46 17:16 9:46 11:46 14:16 16:46

利倉一丁目南 2 9:48 11:18 12:48 14:18 15:48 17:18 9:48 11:48 14:18 16:48

豊中渡辺クリニック前 4 9:52 11:22 12:52 14:22 15:52 17:22 9:52 11:52 14:22 16:52

服部天神駅前 2 9:54 11:24 12:54 14:24 15:54 17:24 9:54 11:54 14:24 16:54

阪急曽根 3 9:57 11:27 12:57 14:27 15:57 17:27 9:57 11:57 14:27 16:57

停留所名称
停留所間

所要時間（分）
平日 休日（土曜日・日祝日）

阪急岡町 - 9:00 10:30 12:00 13:30 15:00 16:30 9:00 11:00 13:30 16:00

豊中 3 9:03 10:33 12:03 13:33 15:03 16:33 9:03 11:03 13:33 16:03

浄行寺 3 9:06 10:36 12:06 13:36 15:06 16:36 9:06 11:06 13:36 16:06

清豊苑 1 9:07 10:37 12:07 13:37 15:07 16:37 9:07 11:07 13:37 16:07

走井一丁目西 1 9:08 10:38 12:08 13:38 15:08 16:38 9:08 11:08 13:38 16:08

走井一丁目南 1 9:09 10:39 12:09 13:39 15:09 16:39 9:09 11:09 13:39 16:09

勝部センター前 3 9:12 10:42 12:12 13:42 15:12 16:42 9:12 11:12 13:42 16:12

勝部二丁目東 1 9:13 10:43 12:13 13:43 15:13 16:43 9:13 11:13 13:43 16:13

阪急岡町 3 9:16 10:46 12:16 13:46 15:16 16:46 9:16 11:16 13:46 16:16

豊中 3 9:19 10:49 12:19 13:49 15:19 16:49 9:19 11:19 13:49 16:19

停留所名称
停留所間

所要時間（分）
平日 休日（土曜日・日祝日）
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3.4.3 運賃 1 

運賃は、当該地域を運行している既存バス路線の運賃を考慮し、均一料金による料金体2 

系とし、路線バスの初乗り料金と同程度とします。 3 

 4 

● デマンド型乗合タクシーの運賃案 5 

・運賃は、「均一料金制」を基本とし、路線バスの初乗り料金と同程度の220円とする。 6 

・小人（小学生以下）は１１０円とする（※１歳未満の乳児は無料。また、大人が同伴の7 

場合、大人１人につき小学生未満の幼児１人を無料とする。）。 8 

・11枚つづり回数券（ 220円×11枚＝2200円）を販売する。 9 

・次のいずれかに該当する者並びにその介護人及び付添人のうち必要と認められた者につ10 

いては、大人１１０円、小人５０円とする。 11 

①身体障害者福祉法(昭和２４年法律第２８３号)第１５条第４項の規定に基づく身体12 

障害者手帳の交付を受けている者    13 

②都道府県知事（政令指定都市にあっては市長）の発行する知的障害者の療育手帳の14 

交付を受けている者    15 

③児童福祉法(昭和２２年法律第１６４号)第１２条の４及び第４１条から第４４条ま16 

でに規定する諸施設により養護等を受けている者であって、保護施設の長が発行す17 

る所定の運賃割引証を提出した者    18 

④精神保健及び精神障害者福祉に関する法律(昭和２５年法律第１２３号)第４５条の19 

規定に基づく精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者    20 

 21 

 22 

4. 運営方法 23 

4.1 事業主体 24 

事業主体は、交通不便地の改善を主体的に取り組み、事業の収益性に左右されることな25 

く継続的に行う必要があることから、豊中市とします。 26 

 27 

4.2 運行主体 28 

安全性確保等の観点から、道路運送法第４条で規定される一般旅客自動車運送事業者（タ29 

クシー事業者等）とし、プロポーザルによる選定の結果、阪急タクシー株式会社にて、運30 

行を行います。 31 

 32 

  33 
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5. 収支予測と市の負担 1 

5.1 予測の考え方 2 

5.1.1 １日あたり利用者数の算出方法 3 

１日あたり利用者数は、下記の考え方に基づき算出します。 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

5.1.2 年間運行経費の算出方法 17 

年間運行経費は、下記の考え方に基づき算出しています。 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 
 25 

5.1.3 年間収入金額 26 

年間収入金額は、下記の考え方に基づき算出しています。 27 

 28 

 29 
 30 

5.2 需要予測と収支予測 31 

年間運行経費に対する収入金額は、以下のとおりと予測します。 32 

1 日あたり利用者数 約 20人／日 

年間運行経費 約 10,000千円／年   

年間収入金額 約 1,500千円／年   

年間収支金額 △約8,500千円／年   
 33 

5.3 市の負担 34 

年間運行経費から年間収入金額を差し引いた赤字相当額については、市が負担するもの35 

とします。  36 

ビッグデータによる時間帯別バス停勢圏内人口から移動人口を算出 

PT調査による地域間流動をもとに、西部地域乗合タクシーに関わる移動人口を算出 

既存バス停における獲得率（路線バス利用者数÷バス停勢圏内人口）から 
各バス停の乗降者数を算出 

上記に既存路線バスの乗降者数を加え、西部地域乗合タクシーの利用者とする。 

※特定施設に対する需要は考慮していない。 

・ 年間収入金額は、需要予測による利用者数と予定する運賃より算出。 

・ 年間運行経費は、大阪府地区における中型車タクシーの時間制運賃（上限料金を適

用）より算出。 

・ 車両等の新規購入費は考慮していない。 

・ １日あたりの実際に運行する割合となる稼働率は、1日あたり利用者数を１便あた

り利用者数（堺市乗合タクシーの利用実績値（平成29年（2017年）度実績））

と１日あたり運行便数で除して算出。 
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●道路運送法 

道路運送法には、路線バスやタクシーなどの“他人の需要に応じ、有償で、自動車

を使用して旅客を運送する事業”である『旅客自動車運送事業』について規定してお

り、公共交通を運行する場合に守るべき基本的な法律の1つになります。 

公共交通は、運賃等（対価）をもらって運行することが基本となるため、原則とし

て「緑ナンバー（事業用）」の車両を使用することになります。 

ただし、例外的に「白ナンバー（自家用）」の車両を使用できる場合があり、白ナン

バーで運行する公共交通を『自家用有償旅客運送』、緑ナンバーで運行する公共交通を

『一般旅客自動車運送事業』といいます。 

 
● 一般旅客自動車運送事業の種類 

※国土交通省資料をもとに作成

6. 期待される事業の効果 1 

乗合タクシーが運行することによる期待される効果を以下に示します。 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

7. 事業実施予定期間 13 

実施開始予定日：令和元年（2019年）10月1日 14 

事業終了予定日：事業の終了は予定しない。 15 

※ 運行開始から 1年間は、道路運送法第 21 条による運行とし、運行開始 1 年後か16 

らは道路運送法第4条による運行とする。 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

  31 

●期待される主な効果 

・ 交通不便地における移動手段の確保 

・ 日常生活に必要な医療施設や商業施設などの都市機能が集積した鉄道駅への

アクセス確保 

・ 高齢者等の外出機会の増加 

・ 乗り合い利用による住民同士の交流機会の増加 

・ 外出機会及び交流機会の増加による地域活性化 
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 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

  24 

●本実施計画における乗合タクシーの運行について 

・ 一般的なタクシーは、国土交通大臣から道路運送法に基づき、定員10人以下の自

動車を貸し切りで旅客を輸送する「一般乗用旅客自動車運送事業」の許可を得て、

運行しています。 

・ 乗合タクシーは、路線バスと同様に不特定多数の方が乗り合わせる「一般乗合旅客

自動車運送事業」の許可を得た事業者により運行する必要があります。 

・ 乗合タクシーを実施する地域の状況を踏まえ、速やかに運行する必要があるため、

地域や期間を限定して乗合旅客の運送が可能となる道路運送法第21条で運行する

こととしました。 

・ 運行開始後、タクシー事業者により一般乗合旅客自動車運送事業の事業許可の取得

に向けた手続きを進め、運行開始1年後に道路運送法第4条による運行開始を予

定しています。 

● 道路運送法第 21条について 

※国土交通省資料をもとに作成
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8. 事業評価 1 

8.1 運行評価方法 2 

利用者、交通事業者及び市が各役割を担い、持続的な運行を行うためには、明確な評価3 

指標を設け、定期的に検証を行う必要があります。 4 

評価指標の目標が達成されない場合は、改善策の検討・実施を行い、目標が達成された5 

場合でも利便性向上に向けた改善策の検討・実施を行います。 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

図 8.1 運行評価方法のイメージ 22 

 23 

8.2 評価スケジュール 24 

評価については、令和元年度（2019年度）内の運行に関する評価と、それに基づく改25 

善を令和2年度（2020年度）の道路運送法４条に基づく運行開始時に反映していきます。26 

それ以後は、年度ごとの運行結果を評価し翌々年度の運行に反映していきます。 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

 39 

図 8.2 評価スケジュール 40 

評価指標の 
目標値に基づいた 
評価の実施 

改善策の検討 

運行継続 

改善策の実施 

目標値 
達成 

目標値 
未達成 

目標値が達成された場合でも、利便性向上に向けた改善策の

検討・実施等を行います。 

（例：増便、定時定路線への変更、ワゴン車への変更等） 

目標値達成に向けた改善策を 
検討します。 

（例：ルート変更、利用促進策の推進等）

デマンド型 
乗合タクシーの運行 

豊中市地域公共交通 
協議会にて評価実施 

令和5年度
（2023年度）

令和4年度
（2022年度）

令和3年度
（2021年度）

令和2年度
（2020年度）

令和元年度
（2019年度）

評価・軽微な変更

評価・見直し

評価・見直し

21条による運行

4条による

4条による運行

4条による運行

4条による運行

評価・見直し

運行
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8.3 運行評価指標と運行改善参考指標 1 

施策評価指標は、運行継続・運行内容の見直しの判定をする「運行評価指標」と、見直2 

しの参考とする「運行改善参考指標」とに分けて検討を行い、評価していきます。 3 

考え方は以下のとおりです。 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

8.3.1 運行評価指標 14 

(1) 運行評価指標の設定 15 

運行評価指標は以下のように定め、これらの項目を評価することで、事業としての方向16 

性を検討します。 17 

①利用状況：一日当たりの利用者数 18 

利用状況を評価するため、「一日当たりの利用者数」を調査します。一日当たりの利用者19 

数の「運行目標値」、「改善基準値」、「見直し基準」を以下に示します。 20 

表 8.1 運行評価指標「一日当たりの利用者数」の運行目標値・改善基準値・見直し基準の設定 21 

運行評価指標 運行目標値 改善基準値 見直し基準値 

（利用状況） 

一日当たりの 

利用者数 

需要予測結果による

『20人/日』とする 

運行目標値の 50％で

ある『10 人/日』とす

る 

改善基準値の 50％で

ある『5人/日』とする

②認知状況：認知度 22 

乗合タクシー事業が地域の移動手段の選択肢として、住民の方々に認知されることが必23 

要であると考えるため、「認知度」を調査します。 24 

乗合タクシー事業の認知状況を確認するためには、地域住民を対象にアンケート調査を25 

実施します。また、経年変化の要素が大きくなると思われるため、毎年、改善基準値、見26 

直し基準値を検討するものとします。 27 

認知度の「運行目標値」、「改善基準値」、「見直し基準」を以下に示します。 28 

表 8.2 運行評価指標「認知度」の運行目標値・改善基準値・見直し基準の設定 29 

運行評価指標 運行目標値 改善基準値 見直し基準値 

（認知状況） 

認知率 

周辺自治体のコミュニ

ティバス等の認知度等

を参考に『80％』とする 

初年度は、沿線地区の高

齢化率を参考に『30％』

とする 

初年度は、改善基準値の

50％である『15％』と

する 

① 「運行評価指標」は、乗合タクシー事業の目標を明示する「運行目標値」、改善の必

要性を判断する「改善基準値」、事業の廃止を含めた継続可否の判断をする「見直し

基準値」を設定します。 

② 「運行改善参考指標」は、目標値を設定せず、運行計画内容の見直しを行う際の参考

とします。その内容は今後検討します。 

③ 「運行評価指標」及び「運行改善参考指標」は、基本的に公表しますが、運行運営事

業者の経営に関するデータは、非公表とします。 



41 

③運行経費：市支出金額 1 

乗合タクシー事業を継続するためには、財政負担により賄われる運行経費も考慮する必2 

要があるため、「市支出金額」を指標とします。 3 

市支出金額は、乗合タクシーの運行形態がデマンド型であり、運行便数の増加によって4 

市支出金額が増加傾向になるため、見直し基準値は設定しません。 5 

なお、乗合タクシー事業が効率的に行われているのかという評価は必要であると考え、6 

運行経費の「運行目標値」、「改善基準値」を以下に示します。 7 
 8 

表 8.3 運行評価指標「運行経費」の運行目標値・改善基準値・見直し基準の設定9 

運行評価指標 運行目標値 改善基準値 見直し基準値 

（運行経費） 

市支出金額 

収支予測結果を踏まえ、

『850万円/年』とする 

運行目標値の約 1.5 倍

である『1,300万円/年』

とする 

運行形態がデマンド型

であるため設定しない 

 10 

表 8.4 運行評価指標の概要一覧 11 

大項目 小項目 指標の定義 指標の計測方法 取得方法 
取得 

時期 
考え方

利用 

状況 
利用者数 利用者数の実数 路線全体の乗降客数 事業者報告 毎月 増加 

認知 

状況 
認知率 

住民における事

業の認知割合 

住民向けアンケート

調査により、認知率を

確認 

郵送 

アンケート
毎年度 増加 

運行 

経費 

市支出 

金額 

財政負担により

賄われる金額 
総運行経費-総収入額 事業者報告 毎月 減少 

 12 

表 8.5 各運行評価指標の運行目標値・改善基準値・見直し基準値一覧 13 

大項目 小項目 

運行目標値 改善基準値 見直し基準値 

事業実施に当たっての目標

値とする。 

計画期間中の目標として定

め、短期での目標達成は求

めないものとする。 

事業実施に当たって、短

期で達成されるべき目

標値とする。 

この目標値を下回る場

合は、具体的な対策を実

施する。 

事業実施に当たって、最

低限達成すべき基準値

とする。 

この目標値を下回る場

合は、事業継続について

検討を行う。 

利用 

状況 
利用者数 20 人/日 10 人/日 5 人/日 

認知 

状況 
認知率 80％ 30％ 15％ 

運行 

経費 

市支出 

金額 
850 万円/年 1,300 万円/年 

現時点では、 

設定しません。 

  14 
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(2) 運行評価の実施 1 

乗合タクシー事業は、前述の運行評価指標を基に、乗合タクシー事業のあり方について2 

検討します。 3 

運行目標値、改善基準値及び見直し基準値に対して、その対応を以下に示します。 4 

【運行目標値】 5 

・運行目標値は、計画期間中の目標として定めるため、短期での達成状況に応じた改6 

善策を示しません。 7 

【改善基準値】 8 

・改善基準値を下回る場合には、改善策を検討し、協議会に提示するものとします。 9 

【見直し基準値】 10 

・運行見直し基準値を下回る場合には、事業改善について、より積極的に改善策の検11 

討実施を行うものとします。 12 

・改善策を実施したうえで、３年以上連続で基準値を下回る場合には、市は事業の継13 

続について判断するものとします。 14 

 15 

運行評価の結果は、協議会に報告のうえ、乗合タクシー事業のあり方について協議を行16 

い、市としての結論を得るものとします。 17 

なお、市支出金額が一定額以下であれば、利用者数が少ないという理由で安易に乗合タ18 

クシー事業を終了するのではなく、適切な改善策を実施するとともに、セーフティネット19 

としての交通に対する考え方で事業を存続するなど、慎重な判断を行うものとします。 20 

 21 

 22 

 23 
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資料４ 西部地域乗合タクシーの運行に係る地域公共交通協議会への協議について 

【経緯】 

 平成 31年（2019年）2月に策定した豊中市地域公共交通改善計画の取り組むべき施

策のうち、「交通不便地の改善」の施策実施にあたり、地域における利用ニーズを把握す

るため、実験運行を行う予定である。 

 実験運行については、プロポーザルで選定したタクシー事業者により、道路運送法第 21

条の許可（以下「21条許可」という。）を受け実施する。なお、21条許可の申請に先立

ち、地域公共交通協議会において、実験運行の内容について協議する。 

 

 

 

 

 

 

 

【地域公共交通協議会に協議する事項】 

①区域運行に係る事業計画等に関すること（道路運送法第５条関係） 

 ・営業区域 ・運行系統及び運送の区間 等 

②運賃に関すること（道路運送法第９条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【協議後の流れ】 

 地域公共交通協議会の合意が取れた後に、運行事業者に対し、「協議が調っていることの

証明書」を交付し、運輸局へ各種申請を行う （標準処理期間は、概ね 2 ヵ月程度）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路運送法（抜粋） 

道路運送法（抜粋） 

（乗合旅客の運送） 

第二十一条 一般貸切旅客自動車運送事業者及び一般乗用旅客自動車運送事業者は、次に掲げる場合に限り、

乗合旅客の運送をすることができる。 

一 災害の場合その他緊急を要するとき。 

二 一般乗合旅客自動車運送事業者によることが困難な場合において、一時的な需要のために国土交通

大臣の許可を受けて地域及び期間を限定して行うとき。 
 

（許可申請） 

第五条 一般旅客自動車運送事業の許可を受けようとする者は、次に掲げる事項を記載した申請書を国土交

通大臣に提出しなければならない。 

一 氏名又は名称及び住所並びに法人にあつては、その代表者の氏名 

二 経営しようとする一般旅客自動車運送事業の種別 

三 路線又は営業区域、営業所の名称及び位置、営業所ごとに配置する事業用自動車の数その他の一般

旅客自動車運送事業の種別（一般乗合旅客自動車運送事業にあつては、路線定期運行（路線を定め

て定期に運行する自動車による乗合旅客の運送をいう。以下同じ。）その他の国土交通省令で定め

る運行の態様の別を含む。）ごとに国土交通省令で定める事項に関する事業計画 

（一般乗合旅客自動車運送事業の運賃及び料金） 

第九条 ４ 一般乗合旅客自動車運送事業者が、地域における需要に応じ当該地域の住民の生活に必要な旅

客輸送の確保その他の旅客の利便の増進を図るために乗合旅客の運送を行う場合において、国土交通省令

で定めるところにより、地方公共団体、一般乗合旅客自動車運送事業者、住民その他の国土交通省令で定

める関係者が当該運送に係る運賃等について合意しているときは、当該一般乗合旅客自動車運送事業者

は、第一項及び前項の規定にかかわらず、あらかじめ、その旨を国土交通大臣に届け出ることをもつて足

りる。これを変更しようとするときも同様とする。 
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資料５ 具体的実施施策の検討状況について 

公共交通ネットワークの充実 

東西軸の強化 

概要 

 東西方向における都市軸の構築とネットワークの拡充、交通不便地の改善に資する施策と

して、市域南側において東西方向に新規バス路線の運行に向けた検討を進めています。 

取組みの方向性 

 北大阪急行延伸線開業に合わせ、箕面市域内等のバス路線が新駅を中心としたルートに再

編されます。千里中央駅を起点とした箕面方面へのバス路線の見直しに合わせて、東西軸

路線バスの運行を予定していましたが、開業時期が令和 2 年度（2020 年度）から令和

5 年度（2023 年度）に変更となったため、令和 3 年度（2021 年度）からの運行開始

に向けて、バス事業者や関係機関とともに準備を進めていきます。〔⇒新規取組み〕 

 具体の運行内容等については、「(仮称)豊中市公共交通改善実施計画【東西軸路線バス

編】（素案）」として、作成します。〔⇒新規取組み〕 
   

■ 東西軸路線の運行ルート（案）〔緑地公園駅前～阪急曽根～クリーンランド前～イオンモール伊丹〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通不便地の改善 

概要 

 事業概要は、別紙「資料 3 豊中市公共交通改善実施計画【交通不便地改善施策・西部地

域編】（案）」のとおりです。 

取組みの方向性 

 西部地域乗合タクシーを令和元年（2019 年）10 月からの運行開始に向けて、準備を進

めています。〔⇒新規取組み〕 

 西部地域乗合タクシー沿線地域の西部地域住民と西部地域乗合タクシー利用者を対象とし

たアンケートを実施します。〔⇒新規取組み〕 

西部地域住民アンケート調査概要 

目的 

 西部地域で運行予定である西部地域乗合タクシーの沿線地域を対象に、公共交通改善実施

計画（交通不便地域改善施策・西部地域編）の運行評価指標として活用するためのアンケ

ート調査を実施します。 

調査実施概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【調査方法】 

・ 住民基本台帳から無作為抽出による郵送配布･郵送回収 

（6 ヶ月以上在住者対象、町丁目別・年代別・性別に調査対象地区の人口構成に応じて均等抽出） 

【調査対象者】 

・ 西部地域乗合タクシーを運行する地区に在住する 20 歳以上の市民 

（※平成 31 年 4 月 1 日時点の人口：5,952 人） 

①西部地域北路線ルート（走井１～３丁目、勝部１～３丁目、箕輪３丁目、原田中１～２丁目） 

②西部地域南路線ルート（利倉西１～２丁目、利倉１～３丁目、上津島３丁目、原田南１～２丁目） 

【調査頻度】 

・ 西部地域乗合タクシー運行開始前と運行開始後（計 2 回）に実施 

【調査項目】 

・運行開始前 

普段の外出状況、西部地域乗合タクシーの利用意向、将来における外出、公共交通の必要性、属性等 

・運行開始後 

普段の外出状況、西部地域乗合タクシーの認知状況や利用意向、事業効果等、公共交通の必要性、属性等 
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西部地域乗合タクシー利用者アンケート 

目的 

 西部地域で運行予定である西部地域乗合タクシーの利用者を対象に、公共交通改善実施計

画（交通不便地域改善施策・西部地域編）の運行参考評価指標としての活用や利用者ニー

ズを把握するためのアンケート調査を実施します。 

調査実施概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪の南北軸強化と公共交通網の見直し 

概要 

 北大阪急行延伸事業は、千里中央駅から北へ約 2.5 ㎞延伸するもので、平成 28 年度

（2016 年度）から事業を進めていましたが、工程の見直しが必要となり、開業目標を

令和 2 年（2020 年）から令和 5 年度（2023 年度）に変更となりました。 

取組みの方向性 

 北大阪急行延伸事業に合わせ、箕面市域内等のバス路線が新駅を中心としたルートに再編

されます。このため、千里中央を起終点とするバス路線について、開業の令和 5 年度

（2023 年度）に向け、バス事業者及び箕面市等の近隣市と協議を進めていきます。 

〔⇒継続取組み〕 

■ 開業目標の見直し理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【調査方法】 

・ 乗務員が乗車するお客様に対して、調査票を配布する等の方法で実施 

【調査項目（例）】 

 ① ＯＤ（起点・終点） 

 ② 性別（男性・女性） 

 ③ 年齢（小学生以下（～12 歳）、中学生以上の学生（13～19 歳）、成人 1（20～54 歳）、 

      成人 2（55～64 歳）、高齢者 1（65 歳～74 歳）、高齢者 2（75 歳以上）） 

 ④ 利用頻度（週 3 日以上、週に 1～2 日、月に 2～3 日、月に 1 回未満） 

 ⑤ 外出先（鉄道駅周辺・その他豊中市内・豊中市外） 

 ⑤ 利用目的（通勤・通学・買い物・通院・娯楽・その他） 

 ⑥ 鉄道への乗継または鉄道からの乗継の有無（有・無） 

① 一部の用地が土地収用法の手続きに至るなど、用地交渉が長期化したことによって工事着手が遅延

しました。 

② 基礎杭施工箇所に昔のコンクリート擁壁があることが判明し、その撤去に時間を要したため工期が

延長となりました。 

③ シールドトンネル掘削箇所に土留壁があることが判明し、狭隘な空間での撤去作業に時間を要する

ため、工期が延長となりました。 

出典：箕面市ＨＰ 



 

3 

交通結節点の改善 

概要 

 北大阪急行延伸を契機に大きく変貌する千里中央地区と駅前広場が未整備である服部天神

駅について、駅前広場の整備に向けた取組みを進めます。 

 

千里中央駅前広場整備 
概要 

 千里中央地区の具体的な取組み内容を示す『千里中央地区活性化基本計画』が平成 31 年

（2019 年）3 月に策定され、今後は、同計画に基づき、官民が連携して千里中央駅周

辺の再整備に向けた取り組みを進め、同地区の魅力向上を図ります。 

 まちづくりの基本方針として、北大阪の中核的な都市拠点の形成が挙げられており、バス

乗降場等を集約・再配置や乗継利便性の向上により、ターミナル機能を強化するとしてい

ます。 

取組みの方向性 

 今後の千里中央駅前広場等の再整備に向け、関係部局と連携し、基盤整備にかかる技術的

検討及び事業手法の具体的な検討を行います。〔⇒新規取組み〕 

 地権者や事業者、関係機関との協議・調整を行います。〔⇒新規取組み〕 

 

服部天神駅前広場整備 
概要 

 服部天神駅周辺の地域拠点としての機能強化や、駅利用者の利便性向上等をめざし、将来

の関連計画との整合を図りながら、都市計画決定された駅前広場整備に向けた取組みを進

めます。 

取組みの方向性 

 駅前広場整備に向けた検討、調査を進めていきます。〔⇒新規取組み〕 

 

 

 

 

 

 

■ 千里中央地区活性化基本計画 概要版（抜粋）〔1/3〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

出典：千里中央地区活性化基本計画概要版 

（平成 31年（2019年）3月策定 千里中央地区活性化協議会） 
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■ 千里中央地区活性化基本計画 概要版（抜粋）〔2/3〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 千里中央地区活性化基本計画 概要版（抜粋）〔3/3〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：千里中央地区活性化基本計画概要版 

（平成 31年（2019年）3月策定 千里中央地区活性化協議会） 

出典：千里中央地区活性化基本計画概要版 

（平成 31年（2019年）3月策定 千里中央地区活性化協議会） 
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誰もが利用しやすい公共交通環境づくり 

乗継利便性の向上 

 自動車は、現在地から目的地までの移動をほぼ単一の乗り物として利用可能ですが、公共

交通を利用するとなると、鉄道、バス及び徒歩と乗継ぎが必要で、公共交通の利用を促す

には、この乗継ぎの利便性を向上させることが重要です。 

 このため、交通結節点である駅前広場の整備の他、乗継拠点の改善、分かりやすい乗継情

報の提供等について推進します。 

 

乗継拠点の改善 
概要 

 バス相互の乗継拠点において、乗継ぎによる負担を軽減させるために、乗継場所の集約、

待合空間の確保・改善を検討します。 

取組みの方向性 

 基本方針１公共交通ネットワークの充実における「④交通結節点の改善」と合わせて、実

施に向けた検討を進めていきます。〔⇒新規検討〕 

 本市の多くの地域へアクセス可能な阪急豊中駅を対象に、現況を把握するために検討を行

いました。検討結果を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

阪急豊中駅は、駅前広場が整備されており、バスのりばが豊中駅北側の駅前広場内に 6 か所、駅前広場に

隣接する国道 176 号に 1 箇所の合計 7 か所で設置されています。また、豊中駅南側にはバスおりばが設置

されています。 

① 阪急豊中駅バスのりばの現状 

※阪急バス株式会社ＨＰデータをもとに一部編集 

阪急豊中駅の各バスのりばの行き先は、地図上で見た際に、概ね時計回りとなるように、経由地・行先別に

設定されています。 

② 阪急豊中駅における各バスのりばの行き先について 
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２番のりば 

西緑丘、上野坂一丁目、東豊中団地前、千里中央 

３番のりば 

上野坂、東豊中団地前、桃山台駅前、津雲台七丁目 

４番のりば 
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平日の到着運行本数

合計601本/日

・ ピーク時間帯において、運行本数が多いバスのりばと少ないバスのりばの両者が存在している。特に、5番

のりば、6 番のりば、7番のりばの運行本数は、ピーク時においても 1～3 本/時と、他ののりばの半数以

下となっています。 

・ 運行本数が多いバスのりばにも関わらず、定時運

行を確保するために必要な「待機バース」が設置さ

れてません（※待機場所は、バスおりばの「降車バ

ース」を活用している状況です）。 

③ 阪急豊中駅バスのりばの課題 

・ 運行本数が少ないバスのりばの集約によるバスのりばのコンパクト化 

  北側の駅前広場内にある 5 番のりば、6 番のりばは、ピーク時を含む終日における運行本数が 1～3 本

/時であることから、バスのりばの集約を図り、鉄道駅⇔バスのりば間の乗継移動の時間短縮や身体的な負

担軽減を図るためにバスのりばの集約によるバスのりばのコンパクト化に向け、バス事業者との調整・協

議も含め、検討を進めていきます。 

・ 待機バース設置可能性の検討 

  北側の駅前広場内のバスのりば集約により創出されるスペース等を活用した「待機バース」の設置可能

性について、バス事業者との調整・協議も含め、検討を進めていきます。 

④ 阪急豊中駅バスのりばの改善（案） 

※阪急バス株式会社ＨＰ時刻表データ 

（令和元年（2019 年）5 月 20 日時点）をもとに作成 

●阪急豊中駅バスのりばの時間帯別運行状況 

●阪急豊中駅降車バースの状況 
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乗継割引制度の導入 
概要 

 市内のバス路線は、相互の乗継ぎにおいて割引が実施されておらず、料金負担が大きくな

っています。このため、この負担を軽減するよう、乗継割引運賃の導入可能性について検

討を進めます 

 また、既存の「一日乗車券」や「環境(エコ)定期券制度」等の活用や鉄道との乗継割引の

可能性についても検討します。 

取組みの方向性 

 バス相互間の乗継ぎ料金の負担軽減を図るために、既存の「一日乗車券」や「環境(エコ)

定期券制度」等の活用等の実施に向けた検討を進めていきます。〔⇒新規検討〕 

 既存の「一日乗車券」や「環境(エコ)定期券制度」等の活用をはじめ新たな企画乗車券の

発行の可能性も含め、検討を進めていきます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分かりやすい乗継情報の提供 
概要 

 目的地までの乗継ぎがスムーズに行えるよう、乗換え路線、乗継ぎするバス停の場所、時

間等の分かりやすい情報提供を検討します。 

 ターミナル等において、乗り場案内、行き先案内、目的地までの所要時間等の情報提供や

行きたいところに行くには、どのバスに乗車したらよいか、一目で分かる情報提供を図る

ために、分かりやすいシステムの導入を検討します。 

 また、スマートフォンやタブレット等を利用した乗継情報の取得方法について、その動向

を見ながら情報提供による案内の実現に努めます。 

取組みの方向性 

 バス相互間の乗継ぎがスムーズに行えるよう、乗換え路線、乗継ぎするバス停の場所、時

間等の分かりやすい乗継情報の提供を図るために検討を進めていきます。〔⇒新規検討〕 

取組み状況 

 「乗継ぎ時刻表」の作成に向けた検討を行います。スムーズに乗り継ぎできる便の組み合

わせに関する情報提供（乗り継ぎ時刻表の作成等など）を行うことで利用者の利便性向上

を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【バス事業者による取組み】環境(エコ)定期券制度の導入（阪急バス株式会社） 

阪急バスでは、土曜日、日曜日・祝日に、通勤定期券をご利用のお客様のご同伴の家族の方が、大人 100

円、 小人 50 円で乗車できる「環境(エコ)定期券制度」を導入しています。また、通勤定期券をお持ちの

お客様は、券面表示区間以外をご利用の場合も 100 円で乗車できます。 

●環境(エコ)定期券制度 

出典：阪急バス株式会社資料 

【事例】公共交通「乗継ぎ時刻表」の作成（熊本県八代市） 

八代市では、公共交通でのお出かけ範囲の拡大や乗継ぎするために必要なバス停の場所や時間等を紹介

することを目的に八代市を 6 地域に分けた「乗りつぎ時刻表（地域版）」を作成しています。また、「公共

交通マップ（地域版）」と路線バス・乗合タクシーの乗り方などを紹介している「公共交通の使い方（地域

版）」も作成しています。 

●八代市公共交通乗継ぎ時刻表（地域別） 

出典：熊本県八代市ＨＰ 
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バリアフリー化の推進 

概要 

 市民の移動手段を確保し、誰もが気軽に出かけられるよう、鉄道駅舎、バス停留所及び車

両等のバリアフリー化を推進します。 

 鉄道駅施設では、鉄道事業者が実施する可動式ホーム柵の整備にかかる費用の一部を補助

します。路線バスでは、バス事業者が実施するノンステップバス導入にかかる費用の一部

を補助します。 

 また、千里中央駅前広場再整備に合わせ、駅改札口、バスターミナル、駅前広場及び各施

設間を結ぶ歩行空間ネットワークにおけるバリアフリー化を行います。 

取組みの方向性 

 鉄道駅舎、バス停留所及び車両等のバリアフリー化は、鉄道事業者が実施する可動式ホー

ム柵の整備やバス事業者が実施するノンステップバス導入にかかる費用の一部補助も合わ

せて、継続して実施します。〔⇒継続実施〕 

 千里中央駅前広場再整備に合わせた歩行空間ネットワークにおけるバリアフリー化は、平

成 31 年（2019 年）3 月策定した「千里中央地区活性化基本計画」に基づいて、中長

期における取組みとして、検討を進めていきます。〔⇒中長期における取組み〕 

鉄道駅舎のバリアフリー化 

 鉄道駅舎のバリアフリー化は、鉄道駅利用者のホームからの転落を防止するために可動式

ホーム柵の整備を鉄道事業者により進められています。 

 今年度は、大阪モノレールの大阪空港駅、蛍池駅の 2 駅での整備が予定されており、可

動式ホーム柵の整備にかかる費用の一部補助を行う予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バス停留所及び車両等のバリアフリー化 

 バス車両のバリアフリー化は、バスの乗降が容易な低床構造であるノンステップバスの導

入をバス事業者により進められています。 

 今年度も、ノンステップバスの導入をノンステップバスの導入にかかる費用の一部補助と

合わせて、実施する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千里中央駅前広場再整備に合わせた歩行空間ネットワークにおけるバリアフリー化 

 千里中央駅前広場再整備に合わせた歩行空間ネットワークにおけるバリアフリー化は、千

里中央地区の今後概ね 10 年程度の期間に取り組むべき方向性や方針を示した「千里中央

地区活性化基本計画（平成 31 年（2019 年）3 月策定）」で示す歩行者・自転車動線計

画に基づいて、今後、関係者間での検討・協議の上、具体化を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【豊中市での取組み】ノンステップバスの導入にかかる費用の一部補助 

ノンステップバスの導入を推進するため、「ノンステップバス導入計画」に基づき、バス事業者に対し

経費補助をしています。 

●市内のバス路線で運行しているノンステップバス 

出典：豊中市資料 

ノンステップバス導入台数 

（平成 30 年度時点） 

実績台数：60 台（61.2％） 

※ 路線の実走行距離が概ね半数以上の

路線が対象 

※ （ ）はノンステップバスが占める

割合を示す。 

【豊中市での取組み】可動式ホーム柵の整備にかかる費用の一部補助 

鉄道駅利用者のホームからの転落を防止する目的で設置される可動式ホーム柵の導入を推進するため、

鉄道事業者に対し可動式ホーム柵整備に要する経費の一部を補助しています。 

・平成 28 年度（2016年度） 

～平成 29 年度（2017年度） ：北大阪急行千里中央駅、緑地公園駅での整備 

・平成 30 年度（2018年度） ：大阪モノレール千里中央駅での整備 

・令和元年度（2019 年度） ：大阪モノレール大阪空港駅、蛍池駅での整備（予定） 

・中長期    ：大阪モノレールの上記以外の駅、阪急電鉄の駅での整備（予定） 

●可動式ホーム柵設置状況 

  （北大阪急行電鉄千里中央駅） 

●可動式ホーム柵設置状況 

  （大阪モノレール千里中央駅） 
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バス利用環境の改善 

 バス路線が集積している千里中央駅や豊中駅などのバスターミナルは、目的地に行く際、

どの路線で行くことが可能か、かつ最短で移動できるのか、どこのバス乗り場から乗れば

良いのかといったことは、慣れていないと分かりにくく、利用しづらい状況が一部に見受

けられます。また、市内には、ベンチや上屋等が設置されていない等、バス待合環境が十

分ではないバス停もあります。 

 そこで、ターミナル等での運行情報やバス停案内等、誰でも分かりやすく利用できる情報

提供や快適に使えるバス待合環境の改善等を行います。 

 

バス待合環境の整備 
概要 

 バス待合・乗継環境の向上を図るため、バス停にベンチ・上屋の設置を推進します。ま

た、バス停周辺に立地する店舗等との連携により、バス運行情報の提供や店舗等で買い

物・休憩等をしながらバスを待つことができる待合環境改善に向けた検討を行います。 

取組み状況の方向性 

 バス停へのベンチ・上屋の設置は、継続して実施します。〔⇒継続実施〕 

 バス停周辺に立地する店舗との連携によるバス運行情報の提供や店舗等でバスを待つこと

ができる待合環境改善を図るために、市内のコンビニエンスストア等の活用について、検

討を進めていきます。〔⇒新規検討〕 

a) バス停へのベンチ・上屋の設置 

 新たにバス停へのベンチ・上屋の設置を実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b) バス待合環境改善に向けたコンビニエンスストア等の活用 

 近年、コンビニエンスストアでは、新規オープンや店舗改装に合わせ、店舗内のスペース

を活用し、店舗で購入した商品を飲食できる休憩スペース（イートインスペース）を設置

している店舗が増加しています。 

 本市のバス停周辺に立地するコンビニエンスストアは、17 箇所あります。 

 バス待合環境改善を図るために、コンビニエンスストアの活用可能性に向けた検討を進め

ていきます。 

■ 豊中市内のバス停に隣接するコンビニエンスストア一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

京都市交通局では、上屋やベンチなどを設置することが困難

なバス停や狭い歩道での利用者が多いバス停の環境改善を図る

ため、「バスの駅」設置事業を実施しています。この事業は、バ

ス停に近接する民間等の土地などを提供してもらい、上屋・ベン

チなどを備えた「バスの駅」を設置する事業です。また、コンビ

ニエンスストアのイートインスペースにモニター型バス接近表

示器を設置し、屋外にもベンチを設置したコンビニ連携「バスの

駅」の整備も実施しています。 

【事例】バス待合環境改善の向けた「バスの駅」設置事業の実施（京都市交通局） 

●コンビニ連携「バスの駅」の整備状況 

 （「バスの駅」サークルＫ西京極店） 

出典：京都市交通局広報資料（平成 27年 9月 19日公表） 

 

【豊中市での取組み】バス停ベンチ設置の推進 

市民からの要望が多いバス停ベンチの設置を推進するため、バス事業者が実施するバス停のベンチ設置

に要する費用の 1/2 を市が補助を行っています。なお、ベンチ設置個所は、要望を踏まえバス事業者と市

が協議し決定します。 

バス停 名称

2 北緑丘小学校前 ファミリーマート豊中緑丘店

3 上野東三丁目 ローソン豊中上野東店

7 稲津 セブンイレブン豊中服部南町４丁目店

8 庄内駅前 ファミリーマート 庄内東町４丁目店

9 若北会館前 ファミリーマート 豊中若竹町店

12 小曽根小学校前 セブンイレブン豊中浜１丁目店

13 千成小学校前 ローソン豊中神州町店

14 空港一丁目 セブン-イレブン大阪空港前店

15 原田中二丁目 ファミリーマート 豊中原田南店

16 上新田住宅前 ローソンストア100 新千里南町店

17 東豊中団地前 セブンイレブン東豊中４丁目店

10 夕日丘三丁目 ファミリーマート 豊中夕日丘店

11 豊中市役所北 ファミリーマート豊中中桜塚店

5 北町一丁目 セブン-イレブン 豊中新千里北町店

6 服部 ファミリーマート 服部駅前店

1 豊中稲荷神社前 ファミリーマート 豊中本町１丁目店

4 少路二丁目 ミニストップ豊中少路店
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バス運行情報の提供 
概要 

 市民及び本市を訪れる観光やビジネス等の来訪者が分かりやすく、利用しやすい交通環境

をめざすために、公共交通の乗り方・乗継ぎに関する案内、バスロケーションシステムの

導入による運行情報提供等の充実を図ります。 

取組みの方向性 

 前述の「交通結節点の改善」、「乗り継ぎ拠点の改善」、「分かりやすい乗継情報の提供」及

び「バス待合環境の整備」とあわせて、バス運行情報の提供方法について、検討を進めて

いきます。〔⇒新規検討〕 

 交通結節点や乗り継ぎ拠点及びコンビニエンスストア等の活用によるバス待合環境等と合

わせて、バス事業者が導入しているバスロケーションシステムの活用等によるバス運行情

報の提供方法について、検討を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車利用環境の改善 

概要 

 道路や交通状況に応じた安全で快適な自転車利用環境を創出するため、平成 28 年

（2016 年）12 月に制定された自転車活用推進法を踏まえ、国のガイドラインに基づい

た自転車ネットワーク計画を平成 31 年（2019 年）2 月に策定しました。今後、本計

画に基づき、自転車の通行位置・方向を示す路面標示などの自転車通行空間の整備を行い

ます。また、各駅において自転車と公共交通とのスムーズなアクセスの確保と、迷惑駐輪

のない安全で快適な歩行空間の確保を目的として、利便性の高い駐輪場の整備に取り組み

ます。 

 また、公共交通と目的地との間のラスト 1 マイルを担う新たな公共交通としてシェアサ

イクルの導入を検討します。 

取組みの方向性 

 シェアサイクルについては、今年度、公募・事業者選定及び実証実験の実施を行います。

〔⇒継続実施〕 

 シェアサイクルの実証実験は、岡町駅以南の市域中南部を対象に、駅周辺、公園、公共施

設及びコンビニエンスストア等民間施設にサイクルポートを設置する予定で、今年度から

令和 4 年度末（2022 年度末）まで実施する予定です。 

 自転車通行空間整備については、５箇年計画で阪急西側南線、阪急西側庄内線、及び曽根

服部緑地線等、約 3km の整備を進めます。〔⇒継続実施〕 

 駐輪場の整備については、少路駅及び千里中央地区等の駐輪場の再整備を検討します。 

〔⇒継続実施〕 

 

■ シェアサイクル実証実験事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ シェアサイクルの利用方法例（※OpenStreet の場合） 

 

 

 

 
 

  

【バス事業者による取組み】 

バス接近情報や運休情報の情報提供（阪急バス株式会社） 

阪急バスでは、バスロケーションシステムを導入しており、豊中市を含む全路線でのサービスの利用が

可能です。スマートフォン、パソコンなどの各種端末で、リアルタイムな運行状況及び乗車停留所や降車

停留所までの到着予想時刻が確認できます。また、事前登録することで、停留所へのバス接近状況をメー

ルで受信することもできます。 

バス停留所の標柱に設置している QRコードをスマートフォンやタブレット PC で読み取ることで、阪

急バスホームページ内のバスの運休情報へ簡単にアクセスすることができます。 

● 阪急バスホームページでの 

運休情報提供イメージ 

出典：阪急バス株式会社ＨＰ 

● バスロケーションシステムによる 

 バス接近情報提供 
・実施エリア ：岡町駅以南の市域中南部 

・サイクルポート：駅周辺、公園、公共施設及びコンビニエンスストア等民間施設 

箇所数未定（※自転車ラックを設置） 

・自転車 ：電動自転車を想定、台数未定 

・利用方法 ：スマートフォンや IC カードにより、空き状況の確認、予約、貸出・返却及

び利用料金の支払いを行う 

・料金 ：未定 

・期間 ：3 年程度 

出典：OpenStreetＨＰ 
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■ サイクルポート位置図（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 今後の予定 

○令和元年度（2019 年度）： 関係者協議 

業者選定手法の検討、公募準備 

公募・事業者選定 

事業準備・実施 

※以後、令和 4 年度頃（2022 年度頃）まで実証実験を行い、事業の本格導入を判断 
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公共交通サービスの持続的な提供 

モビリティ・マネジメントの推進 

 公共交通は、地域社会を支える移動手段としての役割が期待されますが、利用者である市

民が実際に利用しなければ、一定のサービスレベルを維持することはできません。 

 このため、公共交通の利便性を高める取組みとともに、市民一人一人が過度に自動車に依

存した行動を見つめなおし、無理のない範囲で自発的に変化することを促すモビリティ・

マネジメントを推進します。 

 

公共交通利用促進の啓発・教育 
概要 

 公共交通利用促進を図るために、公共交通をテーマとしたイベントの開催や、出前講座

等、市民向けの啓発・教育の実施について検討します。 

取組みの方向性 

 乗合タクシーの利用促進を図るため、運行開始前に予約方法や乗車方法を実際に体験して

いただく説明会を兼ねた利用啓発を実施します。〔⇒新規取組み〕 

 東西軸バス路線開業に合わせ、その周知と利用促進を図るため、沿線関係者と協働した啓

発イベントの実施に向けた検討を進めます。〔⇒新規検討〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バス運行補助事業の見直し 

 現在、本市においては市立豊中病院及びクリーンスポーツランドへのアクセス確保を目的

に２路線３系統のバス路線に対して運行補助を行っていますが、市立豊中病院線に関して

は病院の利用者が全体の２割に満たない状況にあり、クリーンランド線に関しては余熱利

用施設であるクリーンスポーツランドが閉館となっています。 

 このため、当初の役割は終えたものと判断し、市域における公共交通の抱える課題の解消

に資する効果的な補助に向けた見直しを行います。 

概要 

 バス運行補助事業の見直し実施により、市立豊中病院線 64系統を廃止した場合、廃止さ

れるバス停が多数生じ、南部地域には交通空白地が発生します。 

 新たに発生する交通空白地を解消し、庄本地区周辺等の交通不便地に居住する市民の交通

利便性の確保を目的に、南部地域乗合タクシーの導入について検討します。 

 昨年度（平成 30年度（2018年度））は、市の補助路線である豊中病院線を含めた南部

地域全体の公共交通の見直しのために、施策の方向性と施策概要に係る説明会を開催して

います。 

取組みの方向性 

 バス運行補助事業の見直しによる影響がある南部地域を対象に、南部地域乗合タクシーの

導入に向けた意見交換会を開催します。〔⇒新規取組み〕 

 意見交換会では、令和 3年度（2021年度）の運行開始を予定している南部地域乗合タ

クシーについて、ルートやバス停等の設定の合意形成を図るものとします。 

■ 南部地域路線ルート（案）イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例】利用者説明会の開催（埼玉県小川町） 

小川町では、「公共交通空白地域」の解消及び「高齢者等の外出を支援する公共交通施策」として、デ

マンド型交通の導入に向けた取り組みを進め、「デマンドタクシー実証実験運行」を平成 29 年 1 月～3

月に実施し、平成 30年 4月から本格運行を開始しています。本格運行の開始にあたり、デマンドタクシ

ーの利用方法等を住民の方にお知らせする説明会を導入地域で実施しています。 

●利用者説明会の開催告知チラシ 

出典：埼玉県小川市ＨＰ 

・ 市立豊中病院線見直しに伴う、南部

地域の廃止となるバス停や南部地

域の交通空白地や交通不便地を対

象に、鉄道駅までの公共交通による

アクセスを確保。 

・ 南部地域の庄内駅を結ぶ路線。 

・ バス停は、市立豊中病院線見直しに

伴い廃止となる既存バス停と交通

空白地や交通不便地に隣接する地

域を想定。 
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資料６ 豊中市公共交通改善計画関連 工程表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シェアサイクル

協議会

備　　　　　考

凡例
事業実施：

検討調整：

地元関係：

令和元年度
(2019年度)

令和2年度
(2020年度)

令和3年度
(2021年度)

公共交通改善実施計画

実
施
施
策

東西軸路線バス運行

補助路線の見直し

乗合タクシー運行
（西部地域）

乗合タクシー運行
（南部地域）

運輸局届出、運行準備等
実証運行（令和5年度末まで）

詳細

検討

詳細検討

道路運送法21条による運行

運行

準備

運行

準備
事業者

公募・協議

事業者

公募・選定

事業者

協議

事業者、

関係機関等

調整・協議

第
10
回
協
議
会

運
行
開
始

素
案
策
定

素
案
策
定

運
行
開
始

運
行
開
始

第
６
回
協
議
会

第
７
回
協
議
会

西部地域乗合タクシー

・実施計画策定

・21条同意決議

運行説明会

試乗会

意見交換会（制度構築）

第
８
回
協
議
会

西部地域乗合タクシー

・運行状況報告

・改善案検討

南部地域乗合タクシー

・実施計画策定

・ 21条同意決議

計
画
策
定

計
画
策
定

意見交換会（状況確認）

第
11
回
協
議
会

バス停整備工事

西部地域乗合タクシー

・事業実施状況報告

東西軸路線

・実施計画素案策定

シェアサイクル

・事業実施状況報告 各事業

・実施状況報告

・改善案の検討
公共交通改善計画

・評価指標確認

・モニタリング

各事業

・実施状況報告

・改善案の検討

計
画
策
定

市立豊中病院線廃止影響地域地元説明

第
９
回
協
議
会

西部地域乗合タクシー

・事業実施状況報告

南部地域乗合タクシー

・実施計画（素案）策定

東西軸路線バス

・実施計画策定

実
施
時
期
の
確
定

方
針
決
定

計
画
改
定

運行説明会

意見交換会（状況確認）

運行説明会

試乗会

モニタリング・改善策検討

実
施
時
期
の
確
定

関係機関

協議

路線廃止手続き

補助スキームの検討
路
線
見
直
し

実証実験（3年程度）
詳細

検討

事業者

公募・

協議

事業

準備

モニタリング・改善策検討

道路運送法4条による運行道路運送法21条による運行

意見交換会（状況確認）

事
業
開
始

モニタリング・改善策検討

モニタリング・改善策検討

計
画
策
定

計
画
策
定

計
画
策
定

西部地域

乗合タクシー実施計画

東西軸路線バス

実施計画

南部地域

乗合タクシー実施計画

変更内容反映


